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TTPガイドラインの改訂と疫学調査 

 

研究分担者：宮川 義隆 埼玉医科大学 教授 

 

研究要旨 

血栓性微小血管症（TMA）と溶血性尿毒症症候群（HUS）の疾患啓発動画を作成した。

血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）の疫学調査は臨床個人調査票を基に行った。Minds

形式で後天性 TTPに対するリツキシマブのガイドライン作成の準備をした。 

 

A. 研究目的 

 原因不明で治療法が確立していない血

栓性微小血管症（TMA）の疫学調査、ガ

イドライン改訂、疾患啓発を行う。 

 

B. 研究方法 

  疾病対策課より TTP の臨床個人調査

票（2015年～2019年）のデータを入手

した。Mind形式のガイドライン作成を

進めるため、Pubmed で TTP、リツキシ

マブに関する英文文献を検索した。血

栓性微小血管症（TMA）と溶血性尿毒症

症候群（HUS）に関する疾患啓発動画を

制作した。 

 

（倫理面への配慮） 

   本学の倫理委員会と利益相反委員会

で承認された。 

 

C. 研究結果 

   令和 2年度に TTP と非典型 HUSに関

する動画を制作した。令和 3年度は市

民を対象に、わかりやすい絵柄と解説

をつけた TMAと HUSに関する動画を作

成して公開した。Minds方式のガイド

ラインを作成するため、TTPに関する

論文 13,015件、リツキシマブ論文が

27,340件あり、このうち過去 10年間

に、TTPに対する英語論文は 335件あ

った。 

TTP臨床個人調査票（2015～2019年）

の新規登録者数は 132名、女性 59%、

平均 60歳、中央値 63歳であった。血

漿交換は 89％、副腎皮質ステロイドは

93%に処方されていた。 

 

D. 考察 

 TTP臨床個人調査票をもとに患者背

景、治療内容を初めて解析することが

できた。後天性 TTPのガイドライン改

訂に必要な文献を揃えることができ

た。 

 

E. 結論 

 患者数が少ない血液難病 TMAと HUS

に関する市民向けの動画を作成し、疾

患啓発活動を行った。臨床個人調査票

に基づく疫学調査と Minds 形式のガイ

ドライン作成を次年度も継続する。 
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H. 知的財産権の出現・登録状況 

1．特許取得 該当なし 

2．実用新案登録 該当なし 

3．その他 該当なし  

 

  


